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街頭インタビュー番組＜街頭録音＞のうち、1947 年（昭和 22 年）４月 22 日放送の「青
少年の不良化を何うして防ぐか　ガード下の娘たち」（17 分）と、この番組が放送され






















Transcription of the NHK Radio Program “Recording in the Street : 




Keywords :  Recording in the Street, Otoki in Yurakucho, Women’s expressions
※　本学文学部日本語日本文学科











































　⑶ 　ラクチョウのお時と藤倉アナとの会話。［通番 143 〜 289］
　⑷ 　ラクチョウのお時の上の立場の女性と藤倉アナとの会話。［通番 290 〜 326］
　⑸ 　藤倉修一アナによる、インタビューを終了するにあたっての、番組聴取者に向けて





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































通番 発話者 相手 発話 開始時間
24
藤倉修一（70代・
男性）
加瀬次男アナ
（50代・男性）
非常に達筆な手紙でねぇ、えー、（以下はお時さんからの手紙の朗読）「女だてらに思い上がって闇の女たちに「姉さ
ん」って呼ばせ、「親分」と慕われていい気になっていた私（わたし）は何とゆうバカな女でしたでしょう。あの晩藤倉さんに
威張ったように、ラクチョウの女を一人でも多く更生させるためには、私（わたし）自身がまず、ヤクザな生活から足を洗
い、現実の社会に飛び込んでその苦しみを、味わわなければと、東京を去り、市川市のある会社に勤めました。ずいぶん
固い決心で堅気の生活に入りはしましたが、浮世の風は冷たく、決心もときには、崩れそうになります。そんなときふと思
い出すのは、あの晩の藤倉さんの言葉です。「あなたの力で一人でも多くここの娘たちを更生させてください」。これを思
い返して私（わたし）はまた心を引き締め、強くなろうとしています。」
08:04
25
加瀬次男アナ（50
代・男性）
藤倉修一（70
代・男性）
うーん、「あなたの力で一人でも多く、娘さんたちを更生させてください」。 09:06
26
藤倉修一（70代・
男性）
加瀬次男アナ
（50代・男性）
ええ。 09:12
27
藤倉修一（70代・
男性）
加瀬次男アナ
（50代・男性）
まぁじつはね、僕らは、アナウンサーのねぇ、結びの言葉としては、まぁ、こうゆうことを、おー、つい、言うわけですよ
ねぇ。でも、あの、その、言葉を、この心の奥に受け止めてね、更生してこうして苦労してるんだってことを思って私（わたく
し）は非常ーに心を打たれましてね、おー、聞かせてもらったわけですねぇ。
09:13
28
加瀬次男アナ（50
代・男性）
藤倉修一（70
代・男性）
そうですか。まぁ、ほんの、ちょっとこう言い添えた一言が、その人の人生を左右するとか言いますけれども、まさにそのと
おりでございますねぇ。
09:33
29
藤倉修一（70代・
男性）
加瀬次男アナ
（50代・男性）
そうですねぇ。ほんーとにあのー、何気なくー、言ったその言葉が、このー、その人の人生をねぇ、変えるとゆうこともある
わけで、言葉とゆうものは大変難しいもんだな、怖いもんだな、そしてときには強いもんだなってゆうことを、まぁ、今でも、
つくづく感じてるわけですけどねぇ。
09:43
96
